
安心・安全で信頼できる美しい学校づくりをめざして 

  

 

 

 

 

 

 

三
十
七
日
間
の
長
く
て
楽
し
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、
日
に
焼
け
た
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
、
校
庭
や
教
室
に
大
き
く
響
き
渡
り
、
い
つ
も
の

賑
や
か
で
活
気
の
あ
る
坂
田
小
学
校
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

夏
休
み
期
間
中
、
大
き
な
事
故
や
事
件
、
大
き
な
怪
我
の
報
告
も
無
く
、

全
員
が
元
気
な
姿
で
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
長
い
休
み
期
間
を
安
全
で
元
気
に
過
ご
せ
た
こ
と
は
、

保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
の
見
守
り
や
お
声
か
け
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
各
地
域
に
よ
る
「
子
供
会
」
結

成
と
夏
休
み
の
活
動
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
一
学
期
後
半
は
学
習
に
も
一
段
と
熱
が
入
り
、
子
ど
も
た
ち
が
一

番
成
長
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
は
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
未
来
に
希
望
を
持

ち
、
や
る
気
に
満
ち
た
表
情
で
す
。
そ
ん
な
瞳
を
き
ら
き
ら
輝
か
せ
る
子
ど

も
た
ち
に
、
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。「
頼
も
し
く
力
強
い
坂
田
っ
子
の

み
な
さ
ん
！
未
来
の
地
球
は
、
み
ん
な
で
回
し
て
見
せ
る
ん
だ
！
」 

保
護
者
、
地
域
の
皆
様
、
一
学
期
後
半
も
本
校
の
教
育
活
動
に
厚
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

       

 

９月３日、PTA 主催による「令和６年度童話・お話大会選

考会」が体育館にておこなわれました。学年代表として

選出された８名の皆さんは、緊張した面持ちでしたが、最

後まで一生懸命にベストを尽くして頑張りました。堂々と

表現するその姿を見ていると、これまでの練習と努力の

跡が伝わってきました。心から感動しました。相手に自分

の考えや思いを伝えたり、表現することは、これからの学

習や生活の中でも大切な要素です。自分を高めようと努

力する８名の代表の皆さんに敬意を表します。最後まで

よく頑張りました。坂田小学校の代表は、 

1年生の兼島芽衣さん、6年生上原心愛さん
に決まりました。西原町童話・お話大会での健闘をお祈り

しています。PTA役員の皆さん大変お世話になりました。 

ありがとうございました。 

   

          

坂
田
小
学
校
音
楽
部
は
、
日
頃
か
ら
「
音
楽
の 

楽
し
さ
や
良
さ
を
学
校
中
に
広
げ
よ
う
」
と
い
う 

目
標
を
掲
げ
な
が
ら
、
校
内
コ
ン
サ
ー
ト
や
運
動 

会
、
学
習
発
表
会
等
の
学
校
行
事
を
盛
り
上
げ
、 

そ
し
て
、
西
原
ま
つ
り
等
の
地
域
行
事
に
も
積
極 

的
に
参
加
し
て
音
楽
の
楽
し
さ
を
発
信
し
て
き
ま 

し
た
。
こ
の
夏
、
八
月
に
沖
縄
市
で
行
わ
れ
た 

「
沖
縄
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
は
見
事
、 

金
賞
を
受
賞
し
て
沖
縄
県
代
表
と
し
て
「
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
出
場
が

決
定
し
ま
し
た
。
続
く
「NHK

全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
銀
賞
を
受

賞
！
子
ど
も
た
ち
の
奏
で
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
心
に
染
入
り
ま
す
。 

澄
み
渡
る
天
使
の
歌
声
の
背
景
に
は
、
多
く
の
練
習
と
そ
れ
を
支
え
る
友
情
、

そ
し
て
、
保
護
者
、
先
生
方
の
ご
支
援
ご
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成
果

で
す
。
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
音
楽
部
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

「読書習慣と学力」 
〇ICTを活用した授業が多く見られるようになってきました。

今では、誰もが簡単に欲しい情報やデータを得ることがで

きるので、本を手にする人が減ってきているとも言われて

います。情報社会の進展は、社会に便利さをもたらすとい

うメリットがありますが、その手軽さが、自分で物事を考

える機会を減少させているというデメリットもあります。 

  今年度、本校の国語科においては「語彙力不足」「心情

の読み取り」「書く力」「要約する力」が苦手な子が多く、

課題となっています。 

○学力の基底は、言語能力です。言語能力の豊かな子は、

読書好きな子が多いように思います。言語能力は、読書

を通じてめざましく伸びます。子どもを読書好きにすること

で目に見えない学力が備わっていきます。 

○読書習慣は、一朝一夕には身に付きません。訓練（継続

した練習）が必要です。 

○読書は、自らの知的能力を高め、自らを啓発し、自らの展

望を切り拓くために最も超越した自己教育方法です。 

〇本を読むことにより、普段の会話よりもはるかに多くの言

葉に触れることになり、一度目にした言葉は、語彙として

脳に記憶されていきます。本を読めば読むほど、使える言

葉を増やすことができます。 

〇説得力のある文章や、わかりやすく伝わる文章が書けるかと

いうのは、評価や信頼にも関わってくるでしょう。 

〇本校では、「読み聞かせボランティア」の保護者の皆様のお

かげで、子どもたちの心は豊かに育ち、夢と希望に満ち溢れ

ています。大変感謝申し上げます。 

西原町立坂田小学校 
令和６年９月４日 
校 長 松川 邦昭 

児童数 ８６６名 

交通事故に気をつけましょう 
～安全のための一声を～ 

 県内はもとより全国では、目を覆いたくなるような

悲惨で悲しい交通事故のニュースが毎日のように報道

されています。学校では、交通事故未然防止について、

横断歩道の渡り方や歩道の歩き方、急な道路への飛び

出し厳禁、自転車のマナーや交通ルール等、危機回避能

力の育成に努めています。子どもたちが、自分の命や相

手の命を尊び大切にする思いやりの行動と真心を更に

継続して教え諭してまいります。どうぞ、地域、ご家庭

においても注意喚起のための一声をかけていただきま

すようお願い申し上げます。 

 


